
社会福祉コース

Ａ．卒業要件と単位数

　短期大学部を卒業するためには、① 学生は２年以上在学し、かつ、② 卒業に必要な単位数を取得（学則 

第15条）しなければなりません。この卒業に必要な単位数は次のように定めています。

表１　卒業に必要な単位数について

学 科 ・ コ ー ス
授業科目
区　　分

必 要 単 位 数
必修 選択 計

健康福祉学科　社会福祉専攻

　　　　　　　　社会福祉コース

教養科目 6 10 16 単位以上

専門科目 6 40 46 単位以上

計 12 50 62 単位以上

Ｂ．2022年度　健康福祉学科  社会福祉コース　教養科目一覧表

科　目　名 授業形態 単  位
開講学年 社会福祉士

必　修
介護職員初任者研修課程

必　修
備　考

１年 ２年

宗　　　　　　　 教 講義 ② ○
共　　　 生　　　 論 講義 ② ○
文　　　　　　　 学 講義 2 ○
哲　　　　　　　 学 講義 2 ○
経　　　 済　　　 学 講義 2 ○
社　　　 会　　　 学 講義 2 ○ 必修
心　　　 理　　　 学 講義 2 ○ 必修
法　学（日本国憲法） 講義 2 ○
権利擁護を支える法制度 講義 2 ○ 必修
情 報 処 理 演 習 Ⅰ 演習 1 ○
情 報 処 理 演 習 Ⅱ 演習 1 ○
情 報 処 理 演 習 Ⅲ 演習 1 ○
英　　　 語　　　Ⅰ 演習 ① ○
英　　　 語　　　Ⅱ 演習 ① ○
英　　　 語　　　Ⅲ 演習 1 ○
英　　　 語　　　Ⅳ 演習 1 ○
健　康　科　学　論 講義 1 ○
ス ポ ー ツ 実 技 実技 1 ○
就職支援講座（文章表現） 講義 2 ○
就 職 実 践 講 座 講義 1 ○

○印は卒業必修

（注）１年次開講科目は、２年次生も履修可能です。
（注）授業科目は、休講になることがあります。

健康福祉学科カリキュラム
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Ｃ．社会福祉コース　専門科目一覧

科　目　名 授業形態 単　位
開講学年 社会福祉

必　修
介護職員初任者
研 修 課 程 必 修

備　考
１年 ２年

社会福祉の原理と政策Ⅰ 講義 ② ○ 必修

社会福祉演習Ⅰ 演習 ① ○

社会福祉演習Ⅱ 演習 ① ○

社会福祉演習Ⅲ（総合演習） 演習 ① ○

社会福祉演習Ⅳ（総合演習） 演習 ① ○

社会福祉士関連科目（講義科目）

社会福祉の原理と政策Ⅱ 講義 ２ ○ 必修

社会保障Ⅰ 講義 ２ ○ 必修

社会保障Ⅱ 講義 ２ ○ 必修

貧困に対する支援 講義 ２ ○ 必修

ソーシャルワークの基礎と専門職 講義 ２ ○ 必修

ソーシャルワークの基礎と専門職（専門） 講義 ２ ○ 必修

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 講義 ２ ○ 必修

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 講義 ２ ○ 必修

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 講義 ２ ○ 必修

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 講義 ２ ○ 必修

社会福祉調査の基礎 講義 ２ ○ 必修

障害者福祉 講義 ２ ○ 必修 必修

精神保健福祉概論 講義 ２ ○

児童・家庭福祉 講義 ２ ○ 必修

高齢者福祉 講義 ２ ○ 必修 必修

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ 講義 ２ ○ 必修

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ 講義 ２ ○ 必修

刑事司法と福祉 講義 ２ ○ 必修

医学概論 講義 ２ ○ 必修

保健医療と福祉 講義 ２ ○ 必修

福祉サービスの組織と経営 講義 ２ ○ 必修

社会福祉士関連科目（実習・演習科目）

ソーシャルワーク演習 演習 １ ○ 必修

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ 演習 １ ○ 必修

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱ 演習 １ ○ 必修

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ 演習 １ ○ 必修

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅳ 演習 １ ○ 必修

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 演習 １ ○ 必修

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 演習 １ ○ 必修

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 演習 １ ○ 必修

ソーシャルワーク実習Ⅰ 実習 １ ○ 必修

ソーシャルワーク実習Ⅱ 実習 １ ○ 必修

ソーシャルワーク実習Ⅲ 実習 ４ ○ 必修

○印は卒業必修
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科　目　名 授業形態 単　位
開講学年 社会福祉

必　修
介護職員初任者
研 修 課 程 必 修

備　考
１年 ２年

介護職員初任者研修課程関連科目

介護の理解Ⅰ 講義 ２ ○ 必修
介護職員初任者研修（課
程）の申込者以外は、本科
目の履修はできない。

出席回数が 5／5 に満たな
い場合は単位認定されな
い。

介護の理解Ⅱ 講義 ２ ○ 必修

生活支援技術Ⅰ 演習 ２ ○ 必修

生活支援技術Ⅱ　集中授業（２月３月） 演習 １ ○ 必修

介護福祉論 講義 ２ ○ 必修

専門関連科目

社会福祉の歴史 講義 ２ ○

介護請求事務 講義 ２ ○

手話によるコミュニケーションⅠ 演習 １ ○

手話によるコミュニケーションⅡ 演習 １ ○

フィールド・ワーク 実習 １ ○

インテリア・デザイン論 講義 ２ ○

福祉機器論 講義 ２ ○

福祉環境論 講義 ２ ○ 必修

※�社会福祉士取得のためには、必修科目をすべて修得することが必要となります。詳細は、P.50、P.51を参照してくだ
さい。

※授業科目は、休講になることがあります。
※�介護職員初任者研修（課程）を修了するためには、必要な講座の全課程を修了し、単位を修得する必要があります。

また、該当科目の全出席が必要となります。詳細は、P.52を参照してください。

○印は卒業必修
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教
養
科
目

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

社
　
会
　
福
　
祉
　
士
　
関
　
連
　
科
　
目

介
護
職
員
初
任
者
研
修

そ
の
他

建
学
の
精
神
に

関
す
る
科
目

学
部
共
通
教
養
科
目

人・
社
会・
生
活
と
福
祉
の
理
解
に

関
す
る
知
識
と
方
法

総
合
的
か
つ
包
括
的
な
相
談
支
援
の

理
念
と
方
法
に
関
す
る
知
識
と
技
術

地
域
福
祉
の
基
盤
整
備
と

開
発
に
関
す
る
知
識
と
技
術

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
知
識

実
習
･
演
習

２　 年

後　 期

△
経
済
学

△
情
報
処
理
演
習
Ⅱ

△
英
語
Ⅳ

◇
△
社
会
福
祉
調
査
の
基
礎

◇
△
刑
事
司
法
と
福
祉

◇
△
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

演
習（
専
門
）Ⅲ

◇
△
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

演
習（
専
門
）Ⅳ

　
◇
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

実
習
指
導
Ⅲ

◎
 社
会
福
祉
演
習
Ⅳ

（
総
合
演
習
）

△
福
祉
機
器
論

△
精
神
保
健
福
祉
概
論

通
年 前　 期

◇
△
 権
利
擁
護
を
支
え
る
法
制
度

※
1

△
英
語
Ⅲ

△
就
職
実
践
講
座

◇
△
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

理
論
と
方
法
Ⅱ

◇
△
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

理
論
と
方
法（
専
門
）Ⅱ

◇
△
地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制
Ⅱ

◇
△
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
と
経
営

◇
△
 権
利
擁
護
を
支
え
る
法
制
度

※
1

◇
△
社
会
保
障
Ⅱ

◇
△
貧
困
に
対
す
る
支
援

◇
△
保
健
医
療
と
福
祉

◇
△
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

演
習（
専
門
）Ⅱ

◇
 ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

実
習
指
導
Ⅱ

◇
 ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

実
習
Ⅲ

◎
 社
会
福
祉
演
習
Ⅲ

（
総
合
演
習
）

１　 年

後　 期

◎
宗
教

◇
△
心
理
学
※
1

△
情
報
処
理
演
習
Ⅲ

◎
英
語
Ⅱ

△
就
職
支
援
講
座

△
健
康
科
学
論

◇
△
心
理
学
※
1

◇
△
社
会
福
祉
の
原
理
と
政
策
Ⅱ

◇
△
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

基
礎
と
専
門
職（
専
門
）

◇
△
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

理
論
と
方
法
Ⅰ

◇
△
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

理
論
と
方
法（
専
門
）Ⅰ

◇
△
地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制
Ⅰ

◇
△
社
会
保
障
Ⅰ

◇
△
児
童・
家
庭
福
祉

◇
△
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

演
習（
専
門
）Ⅰ

◇
 ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

実
習
指
導
Ⅰ

◇
 ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

実
習
Ⅱ

○
△
福
祉
環
境
論
※
3

○
△
生
活
支
援
技
術
Ⅰ

○
△
 生
活
支
援
技
術
Ⅱ

（
集
中
授
業
）

◎
社
会
福
祉
演
習
Ⅱ

○
△
福
祉
環
境
論
※
3

△
社
会
福
祉
の
歴
史

△
イ
ン
テ
リ
ア・
デ
ザ
イ
ン
論

△
 手
話
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

△
 フ
ィ
ー
ル
ド・
ワ
ー
ク

（
集
中
授
業
）

通
年 前　 期

◎
共
生
論

△
文
学

△
哲
学

◎
英
語
Ⅰ

◇
△
社
会
学
※
1

△
法
学（
日
本
国
憲
法
）

△
情
報
処
理
演
習
Ⅰ

△
ス
ポ
ー
ツ
実
技

◇
△
医
学
概
論

◇
△
社
会
学
※
1

◎
◇
社
会
福
祉
の
原
理
と
政
策
Ⅰ

◇
△
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

基
礎
と
専
門
職

◇
○
△
高
齢
者
福
祉
※
2

◇
○
△
障
害
者
福
祉
※
2

○
△
介
護
福
祉
論

◇
△
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習

◇
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ

○
△
介
護
の
理
解
Ⅰ

○
△
介
護
の
理
解
Ⅱ

○
△
介
護
福
祉
論

◇
○
△
高
齢
者
福
祉
※
2

◇
○
△
障
害
者
福
祉
※
2

◎
社
会
福
祉
演
習
Ⅰ

△
 手
話
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

健
康
福
祉
学
科
 社
会
福
祉
コ
ー
ス
　【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
】  

DP
は
、デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
を
示
し
ま
す
。

DP
⑴

本
学
の
目
指
す
建
学
の
精
神「
大
乗
仏
教
精
神
」に

基
づ
く
共
生
の
理
念
と「
感
恩
奉
仕
」を
充
分
に
理

解
し
、自
ら
の
人
格
向
上
及
び
教
育・
社
会
福
祉
の
増

進
に
寄
与
で
き
る
能
力
を
修
得
し
て
い
る
。

DP
⑷
 各
種
専
門
職
に
お
け
る
必
要
な
知
識・
技
能
を
有
し
、社
会
貢
献
で
き
る
以
下
の
能
力（
社
会
福
祉
分
野
に
お
け
る
基
礎
的
な
能
力・
知
識・
技
術
）を
有
し
て
い
る
。

① 人
間
と
社
会
の
関
係
及
び
、現
代
社
会
に
お
け
る
福
祉
制

度
の
意
義
や
理
念
等
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

② 総
合
的
か
つ
包
括
的
な
相
談
支
援
の
知
識
と
技
術
を
修

得
し
、利
用
者
支
援
が
で
き
る
。

③ 地
域
福
祉
の
基
盤
整
備
と
開
発
に
関
す
る
知
識
と
技
術

を
修
得
し
、福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
で
き
る
。

④ 専
門
的
対
人
援
助
職
で
あ
る
社
会
福
祉
士
に
必
要
な「
理

論・
制
度・
サ
ー
ビ
ス
の
理
解
」「
援
助
の
方
法・
技
術
の
理

解
」に
つ
い
て
の
知
識・
技
術
を
総
合
的
に
修
得
し
、利

用
者
に
対
す
る
支
援
が
で
き
る
。

⑤ 福
祉
専
門
職
と
し
て
の
基
本
的
態
度
及
び
、人
権
を
尊
重

す
る
高
い
倫
理
観
を
有
し
て
い
る
。

※
開
講
学
年
等
は
、変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

◎：
卒
業
必
修
科
目
　
△：
卒
業
選
択
科
目
　
◇：
社
会
福
祉
士
必
修
科
目
　
○：
介
護
職
員
初
任
者
研
修
必
修
科
目

※
1印
は
、教
養
科
目・
専
門
科
目（
社
会
福
祉
士
関
連
科
目
）と
重
複

※
2印
は
、社
会
福
祉
士
関
連
科
目
と
介
護
職
員
初
任
者
研
修
関
係
科
目
と
重
複

※
3印
は
、介
護
職
員
初
任
者
研
修
関
係
科
目
と
専
門
科
目（
そ
の
他
）と
重
複

DP
⑶
 専
門
職
と
し
て
の
高
い
倫
理
観
と
使
命
感
を
持
ち
、他
者
と
協
働
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し
て
い
る
。

DP
⑵
 現
代
社
会
に
お
け
る
多
様
な
問
題
に
対
し
て
多
面
的
な
視
点
か
ら
論
理
的
に
分
析
し
、問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。



医療事務・秘書コース

Ａ．卒業要件と単位数

　短期大学部を卒業するためには、① 学生は２年以上在学し、かつ、② 卒業に必要な単位数を取得（学則 

第15条）しなければなりません。この卒業に必要な単位数は次のように定めています。

表１　卒業に必要な単位数について

学 科 ・ コ ー ス
授業科目
区　　分

必 要 単 位 数
必修 選択 計

健康福祉学科　社会福祉専攻

　　　　　医療事務・秘書コース

教養科目 6 10 16 単位以上

専門科目 6 40 46 単位以上

計 12 50 62 単位以上

Ｂ．2022年度　健康福祉学科  医療事務・秘書コース　教養科目一覧表

科　目　名 授業形態 単  位
開講学年

備　考
１年 ２年

宗　　　　　　　 教 講義 ② ○
共　　　 生　　　 論 講義 ② ○
文　　　　　　　 学 講義 ２ ○
哲　　　　　　　 学 講義 ２ ○
経　　　 済　　　 学 講義 ２ ○ ◯主
社　　　 会　　　 学 講義 ２ ○ ◯主
心　　　 理　　　 学 講義 ２ ○ ◯主
法　学（日本国憲法） 講義 ２ ○ ◯主
権利擁護を支える法制度 講義 ２ ○
情 報 処 理 演 習 Ⅰ 演習 １ ○
情 報 処 理 演 習 Ⅱ 演習 １ ○
情 報 処 理 演 習 Ⅲ 演習 １ ○
英　　　 語　　　Ⅰ 演習 ① ○
英　　　 語　　　Ⅱ 演習 ① ○
英　　　 語　　　Ⅲ 演習 １ ○
英　　　 語　　　Ⅳ 演習 １ ○
健　康　科　学　論 講義 １ ○
ス ポ ー ツ 実 技 実技 １ ○
就職支援講座（文章表現） 講義 ２ ○
就 職 実 践 講 座 講義 １ ○

○印は卒業必修

（注）１年次開講科目は、２年次生も履修可能です。
（注）授業科目は、休講になることがあります。
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Ｃ．医療事務・秘書コース　専門科目一覧

科　目　名 授業形態 単  位
開講学年

備　考
１年 ２年

社会福祉の原理と政策Ⅰ 講義 ② ○ ◯主

社会福祉演習Ⅰ 演習 ① ○

社会福祉演習Ⅱ 演習 ① ○

社会福祉演習Ⅲ（総合演習） 演習 ① ○

社会福祉演習Ⅳ（総合演習） 演習 ① ○

医療事務・秘書関連科目

医療事務基礎Ⅰ 講義 ２ ○

医療事務基礎Ⅱ 講義 ２ ○

医療事務基礎Ⅲ 講義 ２ ○

医療事務基礎Ⅳ 講義 ２ ○ 

医療事務基礎Ⅴ 講義 ２ ○ 

医療事務基礎Ⅵ 講義 ２ ○ 

医療秘書概論 講義 ２ ○

医事コンピュータ演習Ⅰ 演習 １ ○

医事コンピュータ演習Ⅱ 演習 １ ○

医事コンピュータ演習Ⅲ 演習 １ ○

医事コンピュータ演習Ⅳ 演習 １ ○

医療事務実践Ⅰ 講義 ２ ○

医療事務実践Ⅱ 講義 ２ ○

医療事務特講 講義 2 ○

調剤報酬請求事務 講義 ２ ○

歯科医療事務 講義 ２ ○

薬学入門 講義 ２ ○

医事関係法規 講義 ２ ○

薬事関係法規 講義 ２ ○

医療情報システム 演習 １ ○

介護請求事務 講義 ２ ○

ホスピタリティコミュニケーション 講義 ２ ○

ＤＰＣ概論 講義 ２ ◯

医療データ解析演習 演習 １ ◯

医療マネジメント論 講義 ２ ◯

経営情報論 講義 ２ ◯

情報技術 講義 ２ ◯

簿記会計入門 講義 ２ ◯

簿記会計実践 講義 ２ ◯

ＩＣＤコーディング演習Ⅰ 演習 １ ◯

ＩＣＤコーディング演習Ⅱ 演習 １ ◯

医療施設実習指導 演習 １ ◯

医療施設実習 実習 ２ ◯

○印は卒業必修

（注）授業科目は、休講になることがあります。
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科　目　名 授業形態 単  位
開講学年 介 護 職 員 初 任 者

研 修 課 程 必 修
備　考

１年 ２年

専門関連科目

社会福祉の原理と政策Ⅱ 講義 ２ ○ ◯主

介護福祉論 講義 ２ ○ ◯主

医学概論 講義 ２ ○ ◯主

福祉環境論 講義 ２ ○

インテリア・デザイン論 講義 ２ ○

福祉機器論 講義 ２ ○

保健医療と福祉 講義 ２ ○

手話によるコミュニケーションⅠ 演習 １ ○

手話によるコミュニケーションⅡ 演習 １ ○

フィールド・ワーク 実習 １ ○

高齢者福祉 講義 ２ ○ ◯主

○印は卒業必修

※社会福祉主事任用資格は、 主 の科目より３科目以上取得（注意：社会福祉の原理と政策は、Ⅰ・Ⅱ 両方取得して１科目
として数える）し、本学を卒業することにより、資格取得が可能になります。（詳細P.49参照）

※授業科目は、休講になることがあります。
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教
養
科
目

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

医
　
療
　
事
　
務
　
・
　
秘
　
書
　
関
　
連
　
科
　
目

専
門
関
連
科
目

建
学
の
精
神
に

関
す
る
科
目

学
部
共
通
教
養
科
目

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

そ
の
他

２　 年

後　 期

△
英
語
Ⅳ

△
○
経
済
学

△
情
報
処
理
演
習
Ⅲ

△
医
療
事
務
実
践
Ⅱ

△
医
療
事
務
特
講

△
医
療
デ
ー
タ
解
析
演
習

△
簿
記
会
計
実
践

△
IC
D
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
演
習
Ⅱ
△
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

△
経
営
情
報
論

◎
社
会
福
祉
演
習
Ⅳ

（
総
合
演
習
）

△
福
祉
機
器
論

通
年 前　 期

△
英
語
Ⅲ

△
権
利
擁
護
を
支
え
る
法
制
度

△
就
職
実
践
講
座

△
医
療
事
務
実
践
Ⅰ

△
調
剤
報
酬
請
求
事
務

△
歯
科
医
療
事
務

△
介
護
請
求
事
務

△
医
事
関
係
法
規

△
薬
事
関
係
法
規

△
医
療
秘
書
概
論

△
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

△
簿
記
会
計
入
門

△
IC
D
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
演
習
Ⅰ
△
医
事
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

演
習
Ⅲ

△
医
事
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

演
習
Ⅳ

△
情
報
技
術

△
医
療
施
設
実
習

（
集
中
授
業
）

◎
社
会
福
祉
演
習
Ⅲ

（
総
合
演
習
）

△
保
健
医
療
と
福
祉

１　 年

後　 期

◎
宗
教

◎
英
語
Ⅱ

△
○
心
理
学

△
○
社
会
学

△
情
報
処
理
演
習
Ⅱ

△
健
康
科
学
論

△
就
職
支
援
講
座

△
医
療
事
務
基
礎
Ⅱ

△
医
療
事
務
基
礎
Ⅳ

△
医
療
事
務
基
礎
Ⅵ

△
薬
学
入
門

△
DP
C概
論

△
医
事
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

演
習
Ⅰ

△
医
事
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

演
習
Ⅱ

△
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

△
手
話
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

△
医
療
施
設
実
習
指
導

◎
社
会
福
祉
演
習
Ⅱ

△
○
 社
会
福
祉
の
原
理
と

政
策
Ⅱ

△
福
祉
環
境
論

△
 イ
ン
テ
リ
ア・
デ
ザ
イ
ン
論

△
 フ
ィ
ー
ル
ド・
ワ
ー
ク

（
集
中
授
業
）

通
年 前　 期

◎
共
生
論

◎
英
語
Ⅰ

△
文
学

△
哲
学

△
○
法
学（
日
本
国
憲
法
）

△
情
報
処
理
演
習
Ⅰ

△
ス
ポ
ー
ツ
実
技

△
医
療
事
務
基
礎
Ⅰ

△
医
療
事
務
基
礎
Ⅲ

△
医
療
事
務
基
礎
Ⅴ

△
○
医
学
概
論

△
手
話
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

◎
社
会
福
祉
演
習
Ⅰ

◎
○
 社
会
福
祉
の
原
理
と

政
策
Ⅰ

△
○
介
護
福
祉
論

△
高
齢
者
福
祉

健
康
福
祉
学
科
 医
療
事
務
・
秘
書
コ
ー
ス
　【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
】  

DP
は
、デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
を
示
し
ま
す
。

DP
⑴

本
学
の
目
指
す
建
学
の
精
神「
大
乗
仏
教
精
神
」に

基
づ
く
共
生
の
理
念
と「
感
恩
奉
仕
」を
充
分
に
理

解
し
、自
ら
の
人
格
向
上
及
び
社
会
福
祉
の
増
進
に

寄
与
で
き
る
能
力
を
修
得
し
て
い
る
。

DP
⑷
 各
種
専
門
職
に
お
け
る
必
要
な
知
識・
技
能
を
有
し
、社
会
貢
献
で
き
る
以
下
の
能
力（
社
会
福
祉
、医
療
事
務
分
野
に
お
け
る
基
礎
的
な
能
力・
知
識・
技
術
）を
有
し
て
い
る
。

① 医
療
保
険
制
度
や
診
療
報
酬
の
仕
組
み
を
理

解
し
、診
療
報
酬
請
求
事
務
に
関
す
る
知
識
と

基
礎
的
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

② 医
療
事
務
職
に
必
要
な
基
礎
医
学
や
医
療
用

語
、医
療
関
連
法
規
の
知
識
を
修
得
し
て
い
る
。

③ 医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
基
礎
的
知
識

及
び
経
営
課
題
を
発
見・
解
決
す
る
た
め
の
思

考
力
、分
析
力
を
有
し
て
い
る
。

④ 診
療
録
の
内
容
精
査
と
IC
D
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
技

能
を
有
し
て
い
る
。

⑤ 医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
基
礎
的
知
識

を
有
し
、医
療
情
報
技
術
の
推
進
役
と
な
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑥ 医
療
従
事
者
に
求
め
ら
れ
る
高
い
倫
理
観
及

び
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
イ
ン
ド
を
有
し
て
い
る
。

※
開
講
学
年
等
は
、変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

◎：
卒
業
必
修
科
目
　
△：
卒
業
選
択
科
目
　
○：
社
会
福
祉
主
事
選
択
科
目

DP
⑶
 専
門
職
と
し
て
の
高
い
倫
理
観
と
使
命
感
を
持
ち
、他
者
と
協
働
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し
て
い
る
。

DP
⑵
 現
代
社
会
に
お
け
る
多
様
な
問
題
に
対
し
て
多
面
的
な
視
点
か
ら
論
理
的
に
分
析
し
、問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
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介護福祉コース

Ａ．卒業要件と単位数

　短期大学部を卒業するためには、①学生は２年以上在学し、かつ、②卒業に必要な単位数を取得（学則 

第15条）しなければなりません。この卒業に必要な単位数は次のように定めています。

表１　卒業に必要な単位数について

学 科 ・ コ ー ス
授業科目
区　　分

必 要 単 位 数

必修 選択 計

健康福祉学科　介護福祉専攻

　　　　　　　介護福祉コース

教養科目 6 10 16 単位以上

専門科目 6 40 46 単位以上

計 12 50 62 単位以上

Ｂ．2022年度　健康福祉学科  介護福祉コース　教養科目一覧表

科　目　名 授業形態 単  位
開講学年 介護福祉士資格

取得のための必修
備　考

１年 ２年

宗　　　　　　　 教 講義 ② ○

共　　　 生　　　 論 講義 ② ○

文　　　　　　　 学 講義 ２ ○

哲　　　　　　　 学 講義 ２ ○

経　　　 済　　　 学 講義 ２ ○

社　　　 会　　　 学 講義 ２ ○ 必修

心　　　 理　　　 学 講義 ２ ○ 必修

法　学（日本国憲法） 講義 ２ ○

権利擁護を支える法制度 講義 ２ ○

情 報 処 理 演 習 Ⅰ 演習 １ ○ 必修

情 報 処 理 演 習 Ⅱ 演習 １ ○

情 報 処 理 演 習 Ⅲ 演習 １ ○

英　　　 語　　　Ⅰ 演習 ① ○

英　　　 語　　　Ⅱ 演習 ① ○

英　　　 語　　　Ⅲ 演習 １ ○

英　　　 語　　　Ⅳ 演習 １ ○

健　康　科　学　論 講義 １ ○

ス ポ ー ツ 実 技 実技 １ ○

就職支援講座（文章表現） 講義 ２ ○

就 職 実 践 講 座 講義 １

○印は卒業必修

（注）１年次開講科目は、２年次生も履修可能です。
（注）授業科目は、休講になることがあります。
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Ｃ．介護福祉コース　専門科目一覧

介護福祉士資格取得科目
　介護福祉士資格は、在宅や施設における高齢者や障がい者の介護を行う専門職の人材養成を目的として 

昭和62年に「社会福祉士及び介護福祉士法」の制定によってできた資格です。

　介護福祉コースは、本学の健康福祉学科に属し、教養科目、社会福祉、介護・医療の基礎科目と専門科目

を学びます。

　介護福祉士の資格取得にはいくつかの方法がありますが、本学は、「社会福祉士及び介護福祉士法」第40条

の第２項第１号に基づき、介護福祉士養成校の指定を受けておりますので、本学在学中２年間に、必修科目、

選択科目の中から、資格取得に必要な講義、演習、実習を通じて、所定の単位を履修することによって、介護

福祉士国家試験受験資格を得ることができます。

科　目　名 授業形態 単　位
開講学年 介護福祉士

資格取得の
ための必修

備　考
１年 ２年

社会福祉演習Ⅰ 演習 ① ○

社会福祉演習Ⅱ 演習 ① ○

社会福祉演習Ⅲ（総合演習） 演習 ① ○

社会福祉演習Ⅳ（総合演習） 演習 ① ○

社会福祉の原理と政策Ⅰ 講義 ② ○

社会福祉の原理と政策Ⅱ 講義 2 ○

社会福祉の歴史 講義 2 ○

介護請求事務 講義 2

手話によるコミュニケーションⅠ 演習 1 ○

手話によるコミュニケーションⅡ 演習 1 ○

フィールド・ワーク 実習 1 ○

社会保障Ⅰ 講義 2 ○ 必修

社会保障Ⅱ 講義 2 ○ 必修

人間の尊厳と自立 講義 2 ○ 必修

人間関係と基礎コミュニケーション 講義 2 ○ 必修

人間関係とチームコミュニケーション 講義 2 ○ 必修

介護の基本Ⅰ 講義 2 ○ 必修

介護の基本Ⅱ 講義 2 ○ 必修

介護の基本Ⅲ 講義 2 ○ 必修

介護の基本Ⅳ 講義 2 ○ 必修

介護の基本Ⅴ 講義 2 ○ 必修

介護の基本Ⅵ 講義 2 ○ 必修

コミュニケーション技術Ⅰ 講義 2 ○ 必修

コミュニケーション技術Ⅱ 演習 1 ○ 必修

日常生活支援技術Ⅰ 演習 3 ○ 必修 ① �出席日数が 4／5 に満たない場合は単位認定
されず、介護実習に進めない

日常生活支援技術Ⅱ 演習 1 ○ 必修 ① �出席日数が 4／5 に満たない場合は単位認定
されず、介護実習に進めない

日常生活支援技術Ⅲ 演習 1 ○ 必修 ① �出席日数が 4／5 に満たない場合は単位認定
されず、介護実習に進めない

生活環境支援技術 演習 1 ○ 必修 ① �出席日数が 4／5 に満たない場合は単位認定
されず、介護実習に進めない

家庭生活支援技術 演習 2 ○ 必修

○印は卒業必修
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科　目　名 授業形態 単　位
開講学年 介護福祉士

資格取得の
ための必修

備　考
１年 ２年

安寧の生活支援技術 演習 1 ○ 必修

災害時生活支援技術 演習 1 ○ 必修

介護過程総論Ⅰ 講義 2 ○ 必修

介護過程総論Ⅱ 講義 2 ○ 必修

介護過程演習Ⅰ 演習 1 ○ 必修

介護過程演習Ⅱ 演習 1 ○ 必修

介護過程総合演習 演習 1 ○ 必修

介護総合演習Ⅰ 演習 1 ○ 必修 ① �出席日数が 4／5 に満たない場合は単位認定
されず、介護実習に進めない

介護総合演習Ⅱ 演習 1 ○ 必修 ① �出席日数が 4／5 に満たない場合は単位認定
されず、介護実習に進めない

介護総合演習Ⅲ 演習 1 ○ 必修 ① �出席日数が 4／5 に満たない場合は単位認定
されない

介護エビデンス 講義 2 ○ 必修

介護実習Ⅰ 実習 2 ○ 必修

介護実習Ⅱ 実習 3 ○ 必修 介護実習Ⅰを修得していないと履修できない

介護実習Ⅲ 実習 4 ○ 必修 介護実習Ⅱを修得していないと履修できない

介護実習Ⅳ 実習 1 ○ 必修

人間の成長と発達の理解 講義 2 ○ 必修

発達と老化の理解 講義 2 ○ 必修

認知症の基礎 講義 2 ○ 必修

認知症の人の世界 講義 2 ○ 必修

障害の基礎理解 講義 2 ○ 必修

障害に応じた生活支援 講義 2 ○ 必修

こころの理解 講義 2 ○ 必修

からだの理解 講義 2 ○ 必修

こころとからだのしくみⅠ 講義 2 ○ 必修

こころとからだのしくみⅡ 講義 2 ○ 必修

医療的ケアⅠ 講義 2 ○ 必修 ② �出席日数が 5／5 に満たない場合は単位認定しない

医療的ケアⅡ 講義 2 ○ 必修 「医療的ケアⅠ」を修得していないと履修できない
② �出席日数が 5／5 に満たない場合は単位認定しない

医療的ケア演習 演習 1 ○ 必修 「医療的ケアⅡ」を修得していないと履修できない
② �出席日数が 5／5 に満たない場合は単位認定しない

医療的ケア実習 実習 2 ○ 「医療的ケア演習」を修得していないと履修できない
② �出席日数が 5／5 に満たない場合は単位認定しない

※介護福祉士養成課程においては、法令により出席日数は、上記備考欄①、②のとおりと定められています。
　上記備考欄に限らず、原則として全ての専門科目が対象となります。
※�「医療的ケア第１号基本研修」の修了は「医療的ケアⅠ・Ⅱ」の講義と「医療的ケア演習」を取得する必要があります。
※�「認定特定行為業務従事者」の資格は「医療的ケアⅠ・Ⅱ」の講義と「医療的ケア演習」「医療的ケア実習」を取得する

必要があります。（詳細 P.55参照）
（注）授業科目は、休講になることがあります。

○印は卒業必修
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※
開
講
学
年
等
は
、変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

◎：
卒
業
必
修
科
目
　
△：
卒
業
選
択
科
目
　
○：
介
護
福
祉
士
必
修
科
目

教
養
科
目

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

介
　
護
　
福
　
祉
　
士
　
関
　
係

専
門
関
連
科
目

建
学
の
精
神
に

関
す
る
科
目

学
部
共
通
教
養
科
目

人
間
と
社
会
の
領
域
科
目

介
護
の
領
域
科
目

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
の
領
域
科
目

医
療
的
ケ
ア
の
領
域
科
目

そ
の
他

２　 年

後　 期

△
情
報
処
理
演
習
Ⅱ

△
経
済
学

△
情
報
処
理
演
習
Ⅲ

△
英
語
Ⅳ

△
健
康
科
学
論

△
○
介
護
の
基
本
Ⅴ

△
○
介
護
の
基
本
Ⅵ

△
○
 人
間
関
係
と

チ
ー
ム
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

△
○
安
寧
の
生
活
支
援
技
術

△
○
災
害
時
生
活
支
援
技
術

△
○
介
護
過
程
演
習
Ⅱ

△
○
介
護
過
程
総
合
演
習

△
○
介
護
エ
ビ
デ
ン
ス

△
○
介
護
実
習
Ⅳ

◎
社
会
福
祉
演
習
Ⅳ（
総
合
演
習
）

通
年

△
○
医
療
的
ケ
ア
実
習

前　 期

△
文
学

△
法
学（
日
本
国
憲
法
）

△
英
語
Ⅲ

△
ス
ポ
ー
ツ
実
技

△
○
社
会
保
障
Ⅱ

△
○
介
護
の
基
本
Ⅳ

△
○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
Ⅱ

△
○
日
常
生
活
支
援
技
術
Ⅲ

△
○
生
活
環
境
支
援
技
術

△
○
家
庭
生
活
支
援
技
術

△
○
介
護
過
程
演
習
Ⅰ

△
○
介
護
総
合
演
習
Ⅲ

△
○
介
護
実
習
Ⅲ

△
○
障
害
に
応
じ
た
生
活
支
援

△
○
医
療
的
ケ
ア
演
習

◎
社
会
福
祉
演
習
Ⅲ（
総
合
演
習
）

１　 年

後　 期

◎
宗
教

◎
英
語
Ⅱ

△
○
社
会
学

△
就
職
支
援
講
座

△
○
心
理
学

△
○
社
会
学

△
○
心
理
学

△
○
社
会
保
障
Ⅰ

△
○
介
護
の
基
本
Ⅱ

△
○
介
護
の
基
本
Ⅲ

△
○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
Ⅰ

△
○
日
常
生
活
支
援
技
術
Ⅱ

△
○
介
護
過
程
総
論
Ⅱ

△
○
介
護
総
合
演
習
Ⅱ

△
○
介
護
実
習
Ⅱ

△
○
発
達
と
老
化
の
理
解

△
○
認
知
症
の
人
の
世
界

△
○
障
害
の
基
礎
理
解

△
○
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
Ⅱ

△
○
こ
こ
ろ
の
理
解

△
○
医
療
的
ケ
ア
Ⅱ

◎
社
会
福
祉
演
習
Ⅱ

△
社
会
福
祉
の
歴
史

△
手
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

△
フ
ィ
ー
ル
ド・
ワ
ー
ク（
集
中
授
業
）

通
年 前　 期

◎
共
生
論

◎
英
語
Ⅰ

△
哲
学

△
○
情
報
処
理
演
習
Ⅰ

△
○
情
報
処
理
演
習
Ⅰ

△
○
人
間
の
尊
厳
と
自
立

△
○
 人
間
関
係
と

基
礎
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

△
○
介
護
の
基
本
Ⅰ

△
○
日
常
生
活
支
援
技
術
Ⅰ

△
○
介
護
過
程
総
論
Ⅰ

△
○
介
護
総
合
演
習
Ⅰ

△
○
介
護
実
習
Ⅰ

△
○
人
間
の
成
長
と
発
達
の
理
解

△
○
認
知
症
の
基
礎

△
○
か
ら
だ
の
理
解

△
○
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
Ⅰ

△
○
医
療
的
ケ
ア
Ⅰ

◎
社
会
福
祉
演
習
Ⅰ

◎
社
会
福
祉
の
原
理
と
政
策
Ⅰ

△
手
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

健
康
福
祉
学
科
 介
護
福
祉
コ
ー
ス
　【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
】  

DP
は
、デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
を
示
し
ま
す
。

DP
⑴

本
学
の
目
指
す
建
学
の
精
神「
大
乗
仏
教
精
神
」に

基
づ
く
共
生
の
理
念
と「
感
恩
奉
仕
」を
充
分
に
理

解
し
、自
ら
の
人
格
向
上
及
び
社
会
福
祉
の
増
進
に

寄
与
で
き
る
能
力
を
修
得
し
て
い
る
。

DP
⑷
 各
種
専
門
職
に
お
け
る
必
要
な
知
識・
技
能
を
有
し
、社
会
貢
献
で
き
る
以
下
の
能
力（
介
護
福
祉
分
野
に
お
け
る
基
礎
的
な
能
力・
知
識・
技
術
）を
有
し
て
い
る
。

① 他
者
に
共
感
で
き
、相
手
の
立
場

に
立
っ
て
考
え
ら
れ
る
姿
勢
を
身

に
つ
け
、尊
厳
を
支
え
る
ケ
ア
を

実
践
で
き
る
。

② 心
理
的・
社
会
的
支
援
の
重
要
性

を
理
解
し
、具
体
的
な
支
援
方
法

が
説
明
で
き
る
。

③ 介
護
に
関
す
る
社
会
保
障
の
制

度
や
施
策
の
基
本
的
理
解
が
で

き
、そ
の
概
要
を
説
明
で
き
る
。

④ コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

の
基
本
を
身
に
つ
け
、利
用
者
・

家
族・
チ
ー
ム
に
対
し
て
円
滑
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑤ あ
ら
ゆ
る
介
護
場
面
に
共
通
す
る

基
礎
的
な
介
護
の
知
識・
技
術
を

修
得
し
、実
践
で
き
る
。

⑥ 介
護
実
践
の
根
拠
を
理
解
し
、状

況
に
応
じ
た
介
護
を
実
践
で
き
る
。

⑦ 利
用
者
ひ
と
り
一
人
の
状
況
を
的

確
に
把
握
し
、介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
介
護
過
程
の
展
開
が
で
き
る
。

⑧ 多
職
種
の
役
割
を
理
解
し
、利
用

者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
、多
職
種
協
働
に
よ
る
チ
ー

ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
を
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

DP
⑶
 専
門
職
と
し
て
の
高
い
倫
理
観
と
使
命
感
を
持
ち
、他
者
と
協
働
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し
て
い
る
。

DP
⑵
 現
代
社
会
に
お
け
る
多
様
な
問
題
に
対
し
て
多
面
的
な
視
点
か
ら
論
理
的
に
分
析
し
、問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

― 48 ―

履
修
・
授
業
・
試
験
の
手
引
き



イ．社会福祉主事任用資格

　社会福祉主事は、社会福祉法第18条第３項・第４項に定める援護、育成又は更正の措置に関する事務を行う

地方公務員に必要とされる資格です。本学卒業と同時にこの任用資格が得られ、地方公務員試験に合格した者

の中から任用されます。また、多くの社会福祉施設は、この資格を採用条件としているケースが多くなって

います。

　この資格を取得するためには、以下の科目より３科目以上履修しなければなりません。

科　目　名 必修・選択の別 備　　考

法学（日本国憲法） 選　択

経済学 選　択

社会学 選　択

心理学 選　択

社会福祉の原理と政策Ⅰ・Ⅱ 選　択

社会福祉の歴史 選　択

社会保障Ⅰ・Ⅱ 選　択

貧困に対する支援 選　択

児童・家庭福祉 選　択

高齢者福祉 選　択

障害者福祉 選　択

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ・Ⅱ 選　択

医学概論 選　択

社会福祉調査の基礎 選　択

ソーシャルワークの理解と方法Ⅰ 選　択

ソーシャルワークの理解と方法Ⅱ 選　択

ソーシャルワークの理解と方法（専門）Ⅰ 選　択

ソーシャルワークの理解と方法（専門）Ⅱ 選　択

福祉サービスの組織と経営 選　択

介護福祉論 選　択

（注）�本学健康福祉学科を卒業した者で、勤務先などから「社会福祉主事任用資格」に必要
な科目の履修の証明書（上記の科目のうちの３科目以上の履修が必要）を求められた
場合は、「社会福祉主事任用資格証明書」を発行するので学事部に申し出てください。

（東京都「社会福祉の手引」より）
資格　�年齢20歳以上で、人格が高潔で思慮が円熟し社会福祉の増進に熱意があり、次のいずれかに該当 

する人の中から任用される。
　　　　①大学などで厚生労働大臣の指定する社会福祉に関する科目を修めて卒業した人
　　　　②厚生労働大臣の指定する養成機関または講習会の課程を修了した人
　　　　③厚生労働大臣の指定する社会福祉事業従事者試験に合格した人（この試験は未実施）
任用　�都では、一般採用職員の中からこの資格を持つ人を任用している。

健康福祉学科：免許状（証）及び資格取得について
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ロ．介護福祉士国家試験受験資格

（１）介護福祉士とは
　介護福祉士資格とは、昭和62（1987）年の「社会福祉士及び介護福祉士法」によって成立した、名称独占の

国家資格です。介護福祉士とは、「専門的知識及び技術をもって、身体上又は精神上の障害があることにより、

日常生活を営むのに支障がある者につき心身の状況に応じた介護を行い、並びにその者及びその介護者に対し

て介護に関する指導を行うことを業とする者をいう」と「社会福祉士及び介護福祉士法」に定められています。

　さらに、日本社会における超高齢社会の現状から介護福祉士に求められる役割は拡大し、個別ケアのため

のアセスメント能力や家族への支援能力が求められたり、多職種チームにおけるリーダーとしてのマネジメ

ント能力が必要となっています。医療との連携による医療的ケア実践能力も求められ、専門職としての役割

が拡大しております。平成23（2011）年の介護保険法等一部改正法により、平成27（2015）年以降、介護福

祉士がその業務として喀痰吸引等を行うことが可能となったため、本学のカリキュラムの中にも医療的ケア

実践に関する教育が組み込まれています。

（２）履修方法
　履修方法や国家試験受験資格取得科目についての詳細は、46～47ページを参照してください。

ハ．社会福祉士国家試験受験資格

（１）社会福祉士とは
　「社会福祉士及び介護福祉士法」で位置づけられた、社会福祉業務に携わる人の国家資格です。超高齢化社

会を迎え、社会福祉に関する問題は、複雑・多様化し、より多くの国民的課題になっています。その中で、専

門的な知識と技術をもって、社会福祉施設や地域の相談機関などで、身体または精神上の障がいなどにより、

日常生活を営むのに支障がある人の福祉に関する相談に応じ、助言・援助する専門職です。

　この資格は、国家試験に合格しなければ得られません。そのためには、まず受験資格を得ることが必要です。

本学では、在学中に指定科目を全て履修し、加えて、卒業後に厚生労働省の指定する施設において２年間以上、

相談業務に携わることで受験資格を取得することができます。

（２）履修方法
　本学で、受験資格を得るためには、在学中に下記の科目を全て履修することが必要です。

領　　域 科　目　名
開講学年 社会福祉士取得の

ための必修１年 ２年

人・社会・生活と
福祉の理解に関する知識

医学概論 ○ 必修

心理学 ○ 必修

社会学 ○ 必修

社会福祉の原理と政策Ⅰ ○ 必修

社会福祉の原理と政策Ⅱ ○ 必修

社会福祉調査の基礎 ○ 必修
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領　　域 科　目　名
開講学年 社会福祉士取得の

ための必修１年 ２年

相談支援の理念と方法に
関する知識と技術

ソーシャルワークの基礎と専門職 ○ 必修

ソーシャルワークの基礎と専門職（専門） ○ 必修

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ○ 必修

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ ○ 必修

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ ○ 必修

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ ○ 必修

地域福祉に関する
知識と技術

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ ○ 必修

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ ○ 必修

福祉サービスの組織と経営 ○ 必修

サービスに関する知識

社会保障Ⅰ ○ 必修

社会保障Ⅱ ○ 必修

高齢者福祉 ○ 必修

障害者福祉 ○ 必修

児童・家庭福祉 ○ 必修

貧困に対する支援 ○ 必修

保健医療と福祉 ○ 必修

権利擁護を支える法制度 ○ 必修

刑事司法と福祉 ○ 必修

実習・演習

ソーシャルワーク演習 ○ 必修

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ ○ 必修

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱ ○ 必修

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ ○ 必修

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅳ ○ 必修

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ ○ 必修

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ ○ 必修

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ ○ 必修

ソーシャルワーク実習Ⅰ ○ 必修

ソーシャルワーク実習Ⅱ ○ 必修

ソーシャルワーク実習Ⅲ ○ 必修

（３）履修上の注意
　講義の内容上、前記のほかに履修についての注意事項があります。
① 社会福祉士取得を希望する学生は、高齢者福祉についてより詳しく学ぶため「介護福祉論」を履修してくだ

さい。
② 社会福祉士取得を希望する学生は、障害者福祉についてより詳しく学ぶため「精神保健福祉概論」を履修して

ください。
③ 「ソーシャルワーク演習（専門）Ⅳ」では、「ソーシャルワーク実習」の内容をもとに学習を進めますので、実習

を全て履修しないと受講できません。

（４）ソーシャルワーク実習について
　ソーシャルワーク実習は国家資格取得や専門知識・技術を深めるための大切な科目です。内容は各種福祉
施設、福祉事務所、社会福祉協議会などで、職員より助言・指導を受けつつ、利用者と援助者との関わりや、
従事者の役割などを現場で具体的に体験しながら学びます。それらは、自分自身の学習目標を確認し、能力
や仕事への興味、関心などを得る機会になります。
　また、実習では、職員とともに行動しながら学びますので、社会人の一員としてみなされます。従って、
社会人、社会福祉従事者としてふさわしい言動が要求されることを認識し、実習に取り組むことになります。
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実習を履修するために
　実習を行うためには、実習に関わる知識や技術の習得がされており、実習に対する目的意識が明確になって

いることが必要です。このため、１年次から知識や技術の習得、実習の事前学習を行います。

　実習配属に関して上記の理由から、ソーシャルワーク実習Ⅲまでの単位取得状況が以下の場合は、配属不可

となります。

①	ソーシャルワークの基礎と専門職、ソーシャルワーク演習、ソーシャルワーク演習（専門）、ソーシャルワーク

の理論と方法Ⅰのうち１科目でも単位が取得できない場合

②	ソーシャルワーク実習指導Ⅰの単位が取得できない場合

	 また、授業の出席状況、学習態度、生活態度に問題がある場合は、配属不可とする場合があります。

ニ．介護職員初任者研修（課程）

　介護職員初任者研修（課程）では、在宅・施設における高齢者に対する、食事の支度・部屋の掃除・排泄

や入浴介助など生活全般のサービスを提供するために必要な知識や技術を修得します。

　本学では、東京都知事の指定を受けた介護職員初任者研修（課程）について学内講座を開講しています。

この研修に必要な講座の全課程を修了（「実技試験」・「修了評価」含む）し、単位を修得することにより、 

卒業時に介護職員初任者研修（課程）の修了証明書を取得することができます。

　高齢者施設等へ就職する際、この課程の修了者であることが採用条件となることがあります。

（１）受講対象者
　健康福祉学科 社会福祉コース（定員24名）
　ただし、申込者が定員を超えた場合は、抽選で受講生を決定します。

（２）カリキュラム及び開講方法

科　目　名
開講学年

必修・選択の別 備　　考
１年 ２年

① 介護福祉論 ◯ 必修

② 高齢者福祉 ◯ 必修 社会福祉士必修科目

③ 障害者福祉 ◯ 必修 社会福祉士必修科目

④ 福祉環境論 ◯ 必修

⑤ 介護の理解Ⅰ ◯ 必修

⑥ 介護の理解Ⅱ ◯ 必修

⑦ 生活支援技術Ⅰ ◯ 必修

⑧ 生活支援技術Ⅱ ◯ 必修

※一部の授業は、土曜日や補講期間に集中開講することがあります。また、⑧については、２月〜３月の間に集中開講します。
※この資格を取得するためには、上記必要科目の全時間出席が必要となります。
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ホ．医療・介護事務系資格

（１）受講対象者
　健康福祉学科 社会福祉コース、医療事務・秘書コース

（２）目標資格
・医科医療事務管理士（医療事務・秘書コース対象）

　医療保険制度を理解し、正確に診療報酬（医科）を算定・請求できる知識とスキルを証明する資格です。

国内初の医療事務資格として創設され、医療業界における高い知名度を誇ります。

・診療報酬請求事務能力認定試験（医療事務・秘書コース対象）

　この試験は、診療報酬請求事務に従事する方の資質の向上を図るために実施される全国統一試験です。

数ある医療事務の試験の中でも認知度が高く、医療機関からは最も信頼度の高い試験といわれています。

合格率は30％前後と、合格には高い水準の能力が求められます。

・医療秘書技能検定試験（医療事務・秘書コース対象）

　医療秘書は事務面における専門的な援助と各部門の連絡調整を果たす重要な役割を担っています。この試

験は、医療秘書としての専門知識と技能を認定する資格で、医療界における事務のスペシャリストを目指す

人にとって必須の資格となっています。

・医事コンピュータ技能検定試験（医療事務・秘書コース対象）

　診療報酬請求など医療事務に医事コンピュータは欠かせません。この資格は医事コンピュータの操作技能

と基本的なコンピュータの知識、そして医療事務の３分野の知識と技能を検定するものです。

・歯科医療事務管理士（医療事務・秘書コース対象）

　歯科診療報酬の算定・請求に関する知識とスキルを証明する資格です。そのほかにも、歯の仕組みや 

口腔疾患など歯科診療についての基礎知識が必要になります。

・調剤事務管理士（医療事務・秘書コース対象）

　保険薬局で調剤報酬の算定・請求事務に従事するのが、調剤事務管理士です。医師が診察し、保険薬局

が薬を提供する「医薬分業」が進む中、調剤報酬の知識とスキルを備えた事務スタッフの活躍が求められ

ています。

・日商簿記検定３級（医療事務・秘書コース対象）

　日商簿記検定３級の資格は、企業の財務担当者に必要な基本的知識が身につき、商店や中小企業の経理

事務に役立ちます。「履歴書に書ける資格」として企業からの評価が高く、ビジネス社会で活躍する上で 

大きな武器になります。

・介護事務管理士（医療事務・秘書コース、社会福祉コース対象）

　介護サービスを提供する事業所や施設では、介護報酬の請求事務が必要です。介護保険制度を理解し、

正確に介護報酬を算定して請求できるスタッフは介護サービス提供機関にとって欠かせない存在です。 

介護保険制度の仕組みをはじめとして、介護サービスの種類や内容、介護報酬の算定方法及び請求書 

（レセプト）の作成方法について審査が行われます。
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・秘書検定（医療事務・秘書コース対象）

　秘書検定は、３級、２級、準１級、１級と４つのグレードがあり、試験では、秘書業務に必要な文書作成、

ファイリング、スケジュール管理、接遇に必要なマナー、エチケットなどが問われます。

・ＩＴパスポート（医療事務・秘書コース対象）

　ＩＴパスポートとは、平成21年４月から新たに情報処理技術者試験に追加された情報技術に関する国家試験

の１つです。情報技術は情報基盤の一翼を担っており、職業・職種を問わずあらゆる企業や組織において

ＩＴに関する基礎知識が必須となっています。知名度も高くなってきており、多くの企業や医療機関などで

取得が推奨されています。

（３）カリキュラム及び開講方法（社会福祉コース）

科　目　名
学年

目　標　資　格
１年 ２年

介護請求事務 ◯ 介護事務管理士

（４）カリキュラム及び開講方法（医療事務・秘書コース）

科　目　名
学年

目　標　資　格
１年 ２年

医療事務基礎Ⅰ ◯ 医科医療事務管理士

医療事務基礎Ⅱ ◯

医療事務基礎Ⅲ ◯

医療事務基礎Ⅳ ◯

医療事務基礎Ⅴ ◯

医療事務基礎Ⅵ ◯

医療事務実践Ⅰ ◯

診療報酬請求事務能力認定試験（医科）

医療秘書技能検定

医療事務実践Ⅱ ◯

医療事務特講 ◯

医事関係法規 ◯

医療秘書概論 ◯

ＤＰＣ概論 ◯

医学概論 ◯

医事コンピュータ演習Ⅰ ◯ 医事コンピュータ技能検定

医事コンピュータ演習Ⅱ ◯

医事コンピュータ演習Ⅲ ◯

医事コンピュータ演習Ⅳ ◯

ホスピタリティ・コミュニケーション ◯ 秘書検定

歯科医療事務 ◯ 歯科医療事務管理士

調剤報酬請求事務 ◯ 調剤事務管理士

薬学入門 ◯

薬事関係法規 ◯

介護請求事務 ◯ 介護事務管理士

簿記会計入門 ◯ 日商簿記検定３級

簿記会計実践 ◯

経営情報論 ◯ ＩＴパスポート

情報技術 ◯
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ヘ．福祉住環境コーディネーター（２級・３級）

　福祉住環境コーディネーター（２級・３級）の資格は、東京商工会議所検定資格で検定試験に合格すること

が必要です。この資格は、高齢者や障がい者の安全で快適な生活を支援するためのものです。住環境の改造や

住宅設計、福祉用具等のコンサルタントあるいはコーディネーターとなります。平成11年からスタートした

資格で、バリアフリー住宅、福祉用具等の分野で活躍できる人材の養成を目指した資格です。

　下記の科目が、２・３級試験科目と共通しています。

科　目　名
学年

備　　考
１年 ２年

社会福祉の原理と政策Ⅰ・Ⅱ ○

高齢者福祉 ○

障害者福祉 ○

介護福祉論 ○

医学概論 ○

ソーシャルワークの基礎と専門職 ○

ソーシャルワークの基礎と専門職（専門） ○

インテリアデザイン論 ○

福祉機器論 ○

福祉環境論 ○

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ ○

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ ○

ト．福祉用具専門相談員

　介護福祉士取得者が関連の業務に就いた時、福祉用具専門相談員としての業務にあたることができます。

チ．医療的ケア第１号基本研修

　平成23（2011）年の「社会福祉士及び介護福祉士法」の一部改正により、一定の研修を受けた介護福祉士は

平成27（2015）年４月１日から喀痰吸引と経管栄養を業として行えるようになりました。本学では法改正に合

わせ、卒業生が現場で十分に活躍できるよう、平成25（2013）年度から医療的ケアの講義・演習をスタートさ

せ研修を行い、「医療的ケア第１号基本研修」修了者を毎年輩出してきました。研修には３種類あり、第１号、

第２号は不特定多数のより多くの方に実践でき、第３号は対象を限定して実践できる資格です。さらに、第１号

だけがすべての医療的ケア（口腔内喀痰吸引、鼻腔内喀痰吸引、気管内喀痰吸引、胃ろう及び腸ろう経管栄養、

経鼻経管栄養）の実践が認められています。

リ．認定特定行為業務従事者

　医療的ケア基本研修を修了した者だけが実地研修へ進むことができます。

　令和２（2021）年度から、さらに上位の資格である「認定特定行為業務従事者」の資格取得を目指せるカリ

キュラム編成を組み込みました。これまでの学修である「医療的ケアⅠ・Ⅱ」の講義と「医療的ケア演習」に、

「医療的実習」という実地研修を追加しました。今までは卒業後に各自で実地研修を実施し修了しなければな

りませんでしたが、在学中に資格取得が可能となりました。詳細は47ページを参照してください。
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